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国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
　
状
況
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
ナ
ッ
ケ
ン
鯉
都
　
　
－
岡
山
市
に
本
部
を
置
く
国
際
医

駐
日
首
席
副
代
表
（
4
8
）
が
世
界
難
民
　
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
、
ウ

の
日
（
６
月
2
0
目
）
を
前
に
、
難
民
　
ク
ラ
イ
ナ
の
隣
国
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
で

支
援
を
呼
び
か
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
医
療
支
援
に
当
た
っ
て
い
る
。

の
た
め
岡
山
県
を
訪
れ
た
。
２
日
、
　
　
海
外
で
2
0
年
以
上
働
い
て
き
た

山
陽
新
聞
社
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
　
が
、
日
本
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
息

じ
「
で
き
る
支
援
を
息
長
く
続
け
て
」
　
に
よ
る
支
援
は
現
地
の
人
た
ち
に
安

と
訴
え
た
。
（
2
5
面
に
関
連
記
事
）
　
心
感
を
与
え
て
い
る
と
実
感
し
て
い

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
ナ
ッ
ケ
ン
駐
日
首
席
副
代
表
に
聞
く

で
き
る

　
Ｉ
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で

多
く
の
難
民
、
避
難
民
が
生
ま
れ
て

い
る
。

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
故
郷
を
追
わ
れ
た

人
は
約
１
３
０
０
万
人
に
上
り
、
そ

の
9
0
％
は
子
ど
も
や
女
性
た
ち
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
家
族
を
頼
っ
て
５
４

０
万
入
超
が
国
外
へ
逃
れ
た
が
、
他

は
国
内
の
地
下
シ
ェ
ル
タ
ー
な
ど
に

避
難
し
て
い
る
。
水
や
食
料
、
医
薬

品
が
不
足
し
、
電
気
も
つ
か
な
い
と

い
っ
た
生
き
る
か
死
ぬ
か
の
厳
し
い

る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
歴
史
か
お
り
、
経
験

も
豊
富
で
、
各
国
の
評
価
は
非
常
に

高
く
、
さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待
し
て
い

る
。
　
Ｉ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界

で
難
民
が
増
え
て
い
る
要
因
は
何
か
。

　
昨
年
６
月
末
時
点
の
統
計
で
は
、
世

界
で
紛
争
や
迫
害
に
よ
り
故
郷
を
追
わ

れ
た
人
は
推
計
８
４
０
０
万
人
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
な
ど
を
含
め
る
と
さ
ら

に
膨
ら
む
見
通
し
で
、
第
２
次
世
界
大

を
息

　
「
難
民
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
続
け
、
で
き
る
支
援
を

考
え
て
ほ
し
い
」
と
話
す
ナ
ッ
ケ
ン
駐
日
首
席
副
代
表

く

　なっけん・りつ2001年に国連開
発計画（ＵＮＤＰ）本部に入って以
降、20年にわたって国連機関の本部
や現場での任務に従事。国連人口基
金（ＵＮＦＰＡ）スリランカ事務所
代表兼モルディブ事務所代表などを
経て、21年６月から現職。国際基督
教大卒、米国ニュースクール大大学
院修士課程修了。東京都出身。

戦
以
降
、
最
も
連
い
ス
ピ
ー
ド
で
拡

大
し
て
い
る
。
紛
争
が
長
期
化
し
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
難
民
を
受
け
入

れ
る
国
が
ま
だ
ま
だ
限
ら
れ
て
い
る

の
が
要
因
で
、
日
本
は
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
－
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
連
日
報
道

さ
れ
る
中
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
難
民

問
題
に
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
私

た
ち
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

は
。
　
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
各
地
で
啓
発
活
動

を
進
め
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

し
、
岡
山
県
内
で
も
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ

Ｒ
協
会
や
地
元
の
こ
い
の
ぽ
り
業
者

が
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
な
ど
で
難
民
の
子
ど

も
た
ち
の
安
全
と
健
康
を
願
う
こ
い
Ｉ

へ
の
関
心
を
一
過
性
の
も
の
と
竺

ず
、
継
続
的
に
で
き
る
支
援
を
検
懲

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
］

の
ぼ
り
を
掲
げ
て
い
る
。
難
民
問
題
」

／
ｎ
～
。
４
１
１
Ｈ

ｓ
ｌ
Ｊ

ｎ

．
Ｑ
ｒ
９

１
４
１
１

に
直
面
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
こ
の

先
、
外
国
人
な
し
で
は
国
は
立
ち
ゆ

か
な
く
な
る
。
外
国
人
を
含
め
た
多

文
化
共
生
社
会
を
築
く
と
い
う
意
識

も
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
宅
信
行
）


	page1

